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]冊旬腕 (Pleurapulmonalis)は帥実質を覆う

薄い結合織の暦と,その表 面を緩 う劉 莫とか ら

なる連続性の薄膜で,弾力性に富み,肺の支持

組織としての役割を演ず ると共 に,壁側胸膜

(pleuraparietalis)と連なって,両者の間に胸

1闘 空を形成 している｡通常胸膜腔には僅かの菜

液があり,肺の運動を円滑ならしめている｡肺

胸膜 とは,厳密な意 味では,内皮とその直下の

内皮下軒と呼ばれる層とを托すもので,その下

の結合織の屑は胸膜下層と呼ぶべきものと考え

るが,本研究に於ては胸膜という語を結合織の

層をも含めて広義に解することにするO

胸膜の構造に関しての文献としては W.S.

Millerの "TheLung"及び H.Ⅴ.Hayekの

"DiemenschlicheLunge"が挙げられ,且つこ

の二つが殆ど無条件で引用されている｡ ところ

が近年臨抹上の必要から胸膜の構造に闇して各

方面か らの再検討が行われるに至ったが,これ

等はいづれも胸膜の病的状軒,即ち癒着或は肥

厚等の病理組織学的な検討を昔 にしたものであ

って,健常肺の発生学的及び組織学的な検討は

未だ比較的少いようである｡ それであるか ら,

著者は胸膜の構造を基礎的に検討する必要を感

じ,胸膜を発生学r伽 こ検討すると共に,健常胸

膜の構造を組織学的並びに電子顕微鏡的に検討

した｡

第1章 研究材料並びに研究方法

健常肺の検討に用いた材料は凡て新鮮な切除

肺か ら得た｡尚犬及び其の他数種の動物の肺を

も用いた｡ 即ち第 1表に示す生後 4日から52才

第 1表 研 究 材 料

脂

児

肺

死 産 児 1

月令及 び年令

1カ月 未 満

1-2 カ 月

2-3 カ 月

3-4 カ 月

4-5 カ 月

5-6 カ 月

6- 7 カ 月

7--8 カ 月

8--10カ 月

1年未満

2-15才

16-30才

31-45才

46-52才

1

3

3

3

4

6

3

3

3

例 数

3

3

3

5

2

0

7

1
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に至る肺結核患者から得られた切除肺の健常な

部分を観察に供 した｡又,発生学的の検討には

第1表に示 した胎生0.5カ月から10カ月の胎児

の肺,早産児肺及び満期死産児肺を用いた｡

組織学的検索に当っては,組織片を中性ホル

マリンで固定し,型の如 く脱水,パラフィン包

埋を行い,組織切片を作製した｡ 染色は主とし

て-マ ヤキVリン･エオジン染色,vanGieson

弾性染色等を行い,目的に応じて特殊な染色を

行った｡又,神経染色には Bielschowsky氏鈴

木氏変法を用いた｡

叉,組織切片を作製して観察する他に,胸膜

の剥離標本も作製して観察を行った｡

電子顕微鏡的観察に当っては,Palade28〕(1952)

の方法に準じて匝定,脱水,包埋を行い,型の

如 く超薄切片を作製 して,明石製作所製 TRS-

50型及び日立製作所製 Hu-10型電子顕微鏡に

よって観察 した｡

第 2章 研究成練綜括並びに考接

第 1節 肺胸膜の発生学的所見

胸膜の発生に関する観察結果を述べるに当っ

て,これと密接な関係にある一般肺組織の発生

に関しても併せ述べることにする｡

胎生0.5カ月 :肺原基は縦隔洞から左右の膨

隆として発生 し始め,その間葉内に格子線維が

発達し始め る｡

胎生 1カ月 :肺原基は更に左右に膨隆 し,そ

の中に気管支原基及び腺様構造を示す肺胞原基

が発生し始める｡肺胸膜は肺原基内にみられる

他の問質と全 く同様であって,それと区別出来

ない｡

胎生2カ月 :右側の気管支原基は上枝,中枝

及び下枝に,左側のものは上枝及び下枝に相当

する分枝を夫々出し,肺血管は縦隔洞より気管

支に沿ってJJT-rj内に侵入を開始する｡ この頃にな

ると比較的太い血管壁及び気管支壁には極めて

細い弾性線維が認められるが,他の部分には全

く認められない｡胸膜腔に接して円形乃至楕円

形の核を有する内皮細胞が第 1図に示すように

一列に配列しており,その F-に楕｢l川/)や長楕円

形の核を有する幼若な問質細胞が 2- 3列 に配

列している｡ しかしながら胸膜の各層の分化は

末だ認められない｡

胎生 3カ月 :小葉構造が出現 し,人気管支周

囲には平滑筋層の発生が認 め られ るよ うにな

り,太い気管支壁や太い血管壁車には明らかに

弾性線維が認められる｡弾性線維は,肺血管で

は肺動脈壁の方に早 く現れ,肺静脈壁には胎生

4カ月目になって始めて認められる｡ 又太い気

管の上皮細胞には藍毛構造が認められるように

なるが,末梢気管支は藍毛を有 しない一層の立
方形上皮細胞によって覆われている｡胸膜は殆

ど2カ月目のものと変りないが,結合織層の線

維成分が多 くなり,細胞成分が比較的疎になっ

て くる｡

胎生4カ月 :気管支壁や血管壁の平滑筋や弾

性線維の発達が更に進み,特に肺動脈壁のそれ

らは成人の場合に比較し得るほど発達して二層

の弾性線維層を作るようになる｡しかしながら

肺静脈壁では,太い部分に於ても弾性線維はあ

まりよく発達していない｡肺胸膜は一層の内皮

層と細胞数が比較的少ない結合織層とから成っ

ているが,4カ月目になると結合織層の車に極

めて徽純な弾性線維が認められるようになる｡

この線維は肺胸膜表面に平行に走っており,外

弾性膜の原基である｡ 又,第2図のように問質

層の深部にリンパ腔の存在 を認め るようにな

る｡

胎生 5カ月 :肺胞の構造が次第 に整えられ

る｡即ち,腺腔を囲むように連続性に配列した

肺胞上皮の直下には毛細血管の浸入が認められ

るようになる｡

この毛細血管は後に肺胞部の毛細血管として

ガス交換に関与するものである｡ 弾性線維は比

較的太い気管支壁では内,外二層に配列してい

る｡ 又,肺動脈壁に於ても弾性線維は平滑筋の
内外に内,外両弾性膜として認められる｡しか

しながら,肺静脈壁では,肺動脈壁の場合と違

って弾性線維は中膜内にのみ均等に分布してい

るに過ぎない｡肺胸膜の内皮層には4カ月迄の

ものと比べ著明な変化は認められないが,その

F'の結合織性の層である内皮下層は一つの屑と

してはっきり見分けられるようになる｡ 又外弾
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性膜も4カ月のものよりも第3図のように更に

明確に区別せられるようになる｡ 間質層中には

多 くの血管が侵入し始め, リンパ管と共に脈管

層を形成するようになる｡内弾性膜は未だ認め

られない｡

胎生 6カ月 :肺の諸構造は次第に整備される

が,5カ月目に比べて特に著るしい変化は認め

られない｡腺様構造を示す肺胞上皮の直下の毛

細血管は著るしく発育するようになるが肺胞壁

には末だ弾性線維が認められない｡肺胸膜の内

皮層,内皮下層及び外弾性膜の構造は5カ月目

と殆ど変らないが,線維層及び脈管層の発育は

良好で,これらの二層の差異は次第に明瞭とな

り,脈管層中に存在する細い血管壁にも僅かな

がら弾性線維構造が認められるよ‥うになる｡し

かしながら,縦隔側及び横隔側肺胸膜に於ては

最深部に位置するリンパ腔の発達は良好である

が,問質層の発達が若干悪 く,線維層と脈管層

の区別が末だ明瞭ではない｡内弾性膜は未だ認

められない｡

胎生7カ月 :肺胞壁の毛細管は更にその数を

増し,気管支枝も更に樹枝状分岐の数を増して

肺の構造は次第に完成するようになる｡又縦隔

側肺胸膜に於いては,問質層が線維層と脈管層

とに区別できるようになるが,横隔側肺胸膜に

於いては問質層に於ける両層の判別は末だ尚困

難である｡しかしながら,その部の リンパ腔は

他の側の肺胸膜に比して豊富であ.る｡尚この時

期には肺胞壁の一部に微細な弾性線維の発生を

認めるようになるが,肺胸膜に於いても部分的

に内弾性膜を認めるようになる｡

胎生8カ月 :肺の構造は完成され,新生児の

それと比べて終末細気管枝から末梢の部分に末

京大結研紀要 鎗 7巻 第3号

だ含気腔が認められないことが異なっているだ

けである｡肺胞壁にも明らかに弾性線維が認め

られ,肺胸膜に於いても第4図のように内弾性

膜に相当して明らかに弾性線維の存在が認めら

れるようになる｡

胎生 9カ月乃至10カ月 :本質的には8カ月の

ものと変らないが弾性線維等が量的に次第に増

す時期である｡

新生児 :8カ月乃至9カ月のものに比べて含

気性の肺胞腔が認められる点が著るしい巽差点

である｡ 又弾性線維の Weigert氏液 による染

色性がやや良 くなるように思われる｡

第 2節 肺胸膜各層の分類

肺胸膜は肺実質を覆う薄い結合織性の組織と

その表面を覆う渠膜とからなり,それぞれ特徴

のある数層に分けられることは,多数の学者に

よって指摘されているが17)29)32)33),次ぎにその

代表的なものとしてMiller17)(1947)の分類及び

Ⅴ.Hayek33)(1953)の分類とを第2表に掲げ,戟

々の見解による分類を対照併記しておく｡

この表からも判るように,肺胸膜の各層の組

織学的な所見については各研究者とも大差はな

いが,各層をのどように分類するのがより妥当

であるかと云うことに就て,それぞれの考え方

に若干のずれが見 られる｡以下その発生,進展

及び構造等を考慮して行った我々の各層の分荒

について述べる｡

尚従来内,外弾力層と云われた部分は解剖学

的名称に従って本署に於いては内,外性膜と称

する事にする｡

第 3節 肺胸膜各層の組織学的所見

第 2表 肺 胸 膜 各 層 の 分 類

MILLER v.HAYEK 武 田 関 口 著 者

mesotheliallayer----

submesotheliallayer-･iEndopleura-･･-･--‡芸濃 よ ,S.二..I:竺芸 ,Sfe霊:I.I::.'喜芸 冨‡語義品
elestic layer､ .Hauptschicllt

i
(Mittelschicht
(Fasserschicht

areoler layer′＼(GefAssschicht
basementmembran---･Grenzmembran

外線維弾力層-州内 弾 力 膜---外弾性膜

肋膜下結合織･･--肋膜下組織･･.Rg7･･･i芸/:≡
内弾性膜

狭義の胸膜下組織内
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1.内皮膚

内則､-∫;･(Mesotheliallayer,Miller17)(1947),

粧没屑 (Deck-schicht,V.Hayek33)(1953)言字と

呼ばれているこの屑は一層の内皮細胞からなる

屑であって,胎生 2カ月頃にほぼ円形の核を有

する骸子状細胞 の一層の配列として現われ,以

後胎生期を通じて個々の内皮細胞の形態には余

り変化は認められない｡生後に於いては内皮細

胞は后平となり,形は一般に不規則であるが,

その大きさは比較的揃っている｡ 内皮細胞の核

は夫面から見ると円形乃至楕†里杉であり,細胞

体のほぼ中央に位置しているo

電子hJ,/E微錆的に観察すると,第5図に示した
ように核は長軸を胸膜の表面に平行した楕円形

を皇し,核質はほぼ均等に分布している｡ 細胞

質は核の付置している部分だけは厚さを増して

いるが,その両翼で極めて薄 くなっており,隣

りの細胞の細 胞質と密に接触 している｡細胞質

内には処々にV トコンドリアが認められる｡又

内皮細胞が胸腔に按している面とは反対側の面
には第 6図のように肺胞上皮等に於いて認めら

れるような基底膜9)と似た連続性の薄 い層が認

められる｡

Ⅴ.Hayek33)(1953)は主に出現す る大形の上

皮細胞の閲に所々小形の細胞の集合があり,そ

こには多 くの リンパ球の浸潤が見 られることを

記載しているが,著者は此のような例を胎児の

嘩側胸膜の伸展標本に於いて認めたが, 怖胸膜

に於いては認め得なかった｡尚胎児の横隔倒肺

胸膜にリンパ節原基と考えられるリンパ球の浸

潤が認められた 1例があるが,その リンパ球の

浸潤は内皮層には及んでいない｡

Ⅴ.Recklinghaussn36)(1863)は柴膜の内皮細胞

oj間には,微細な粒子を通過せしめる小孔の存
れこすることを捉唱 している｡ 後にこれらは Sto

matal〕2)37)とか StigmatalO)とか呼ばれるよう

になったが,著者の研究では此のような間隙は

ⅠⅠ. 内皮下層

iTlHT,:卜▲屑 (Submesotheliallayer,Miller17｣(1

947),結合織膜 (Bindgewebshautchen,Ⅴ.Ha-

- 151-

yek33)(1953),叉は肋膜再結合純 (Intrapleurales

Bindgewbe,武田32)(1955),等と呼ばれているこ

の層は,第7図のように内皮細胞の直下にある

薄い結合織の層で,主として腰原線維からなっ

ており,脈r;7;系を欠如する故に,無脈管層とも

呼ばれている｡

此の層は胎生 2カ月頃に既に楕円形細胞を配

列 する層として,内皮層の下部に,間質層とは

違った層として割合に早く区別されるが,胎児

の発育と共に細胞数を減少し,8乃 至 9カ月頃

には極めて少数の細胞を含む結合間膜として認

められるようになる｡

ⅠⅠⅠ. 外弾性膜

外弾性膜とは従来表在性弾力界 (limitante

61astiqtleSuperficieller,Letullell)(1924),弾力

層 (elasticlayer,Miller17)(1947),内弾力層 (in

ternallamineelastica,Croxatto&Sampietro5)
(1951),内弾力膜 (関口30〕(1955)又は外線維弾力

磨 (laminafibro-elasticaexterna,武田33)(1955)

等と呼ばれる弾性線維の豊吉な層である｡ この

層の弾性線維は胎生4カ月頃に初めて微細なも

のが琴拍っれるが,その発育は遅々として進まず

胎生 6カ月になって初めて僅かの弾性線維束と

して見 られるに過ぎない｡ しかしながら生後は

急速に発育して極めて明瞭な弾性線維膜を形成

するようになる｡第8図は成人伸に於ける弾性

線維の分布を示すものであって,外弾性膜がよ

く発達している｡この層は肺胸膜の表面に平行

な層であるが,伸展標本によって観察すると,

種々な方向に向って走る線維が密な綱目を作っ

ていることがわかる｡

ⅠⅤ. 間質層

間質層という名称は長沢他25)が初めて用いた

のであるが,これは Areolarlayer,Miller17)(1

947)胸膜下組織 (subpleuraltissue,'Croxatto

& Sampietro5〕(1951)或は胸膜下結合織 (Su-
bpleurlBindgewebe,武田32〕(1955)に相当する

ものであり,Ⅴ.Hayek33)(1953)の ⅠIauptsc-

hichtに Gef主issschichtを加/:Lた ものから外

弾力層を除いたものであるU 従って問質層は箱
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9図のように胸膜表面に近い線維成分を多 く含

んだ部分即ち線維層と,血管に富んだ部分即ち

脈管層に分ける事が出来る｡ しかしながら此の

両層は判然と分れているのではなくて,比較的

線維成分の多い線維層から比較的血管成分の多

い脈管層にと次第に移行している｡ 更に深部に

は リンパ管が多 く存在している｡

この層に分布する線維は比較的疎であ る為

に,ホルマリンで同定 した肺から肺胸膜を剥離

する場合にはこの層に於いて剥離される為に血

管やそれに伴う神経線維はよく形が保たれたま

ま剥離片に含まれるが, リンパ管は肺実質側に

附着して残留する場合が殆どである｡

この層の構成要素としては脈管系の他に胸膜

義.面に平行に或は波状に走る豊富な膠原線維が

あるが,その他に微細な弾性線維網が含まれて

いる｡ この弾性線維は第10図のように外弾性膜

と後に述べる内弾性膜との間を結ぶもので,そ

れらの弾性膜に対 して殆ん ど垂直 に走ってい

る｡

長沢等25)(1955)と共に著者が此の層を問質層

と呼んでいるのは,此の層の構造が小葉問結合

織のそれに類似しており,脈管系が主として分

布する処と,隊原線維が主として分布する処と

の問に膠原線維の移行を認め,更に胎生期にお

いて謬原線維及び脈管系を中心とする部分を含

めた問質層の発育は他の部分の発育と違って,

小葉間結合織の血管が胸膜下に侵入する時期に

一致して同時に急速に発育しており,且,成人

に於いても此の層に分布する脈管系が小葉間結

合織に分布 しているものの特殊な場合と考えて

支障がないというような特殊な構造をもっこと

からである｡

問質層は胎生2乃至 3カ月に於いては其の存
在は内皮下層の下部に極めて薄い部分としての

み認められ,胎生4カ月に於いても発育は悪い

が,胎生 5カ月に至り此の部分に小葉間隔壁よ

り血管が進入始め,それ と共 に急速 に発達す

る｡ 先づ肋骨側及び縦隔側の肺胸膜が発達し始

め,櫨隔側 のものはそれ に精 々遅れて発達す

るo 胎生8カ月に至り線維層と脈管層とのjt;I_･異

が明瞭となる｡
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Ⅴ.内弾性膜

内弾性膜は境界膜 (Grenzmember,Ⅴ.Hay-

ek33)(1953),深在性弾力界 (limitanteelastiq-

ueprofonde,Letullell)(1924),或は深層 (de-

eplayer,Croxatto&Sampietro5)(1951)等と

呼ばれるもので此の層は少数の弾性線維からな

っている｡ 此の弾性線維は第11図のように肺胞

壁の弾性線維に移行しているので,肺胞壁弾性

線維の特殊な場合と考えられる｡ 又比の部分の

弾性線維は胎生7カ月に僅かに認められるが,

その発育は極めて徐々であって,生後始めて明

瞭になるものである｡ 此の事は肺胞壁弾性線維

の出現及び発育の状態と殆ど一致する｡ 此の点

から著者は此の層を肺胞壁の特殊な部分と考え

ている｡ 一方此の層の弾性線維の一部は極めて

細い線維となって問質層を垂直に貫いて外弾性

膜の弾性線維と密に吻合 している｡それである

から,この層を形成する線維のL国こは肺胞より
もむしろ胸膜に属 しているものも存在している

ようである｡

第4節 肺胸膜の血管

肺胸膜に分布 している血管は気管支動静脈系

の血管であって14)21)22)24),間質層に広 く分布し

ているが,その中でも脈管層 に豊富 に認 めら

れ,線維層には比較的疎である｡

肺胸膜の血管は胎生 5カ月迄は余 り認められ

ないが,その後著明に増加する｡ これを部位別

に検討すると,縦隔側の肺胸膜に於いては,血

管の発達が最も早期から認められ,肋骨側がこ

れに次ぎ,横隔膜側に於いて最も遅れるようで

ある｡

胎生7乃至 8カ月目になると,肺胸膜の血管

は殆んど出揃うようであって,間質層も血管の

豊富な脈管層と,そうでない線維層とに区別 さ

れるようになる｡

しかしながら,健常な肺胸膜では肺組織ほど

は血管が豊富でな く,内皮層や内皮下層には,

血管が欠如 している(,これはその部分が非常に

滞薄な為に胸膜 下組織を介 し,組織液の交流に
よって容易に栄養が保たれる為であろう｡

肺胸膜に分布する気管支動静脈は,我々の閑
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係の両下38)39)(1954)が既 に報 告しているよう

に,比較的長い経過をとる良枝と,短い短枝と

に区別 せられ,長枝は縦隔面,肺葉の縁辺部及

び横隔面等に分布 し,短枝は肺胸膜の全面に広

く平等に分布 している｡

肺胸膜の血管分布を部位別にみると,縦隔面

に最も多 く,肺葉の縁辺部がこれに次ぎ,肋骨

両では肉眼的には殆んど認められない｡ 縦隔面

に於いては長枝が肺門部を中心､に放射状に走行

し,その太いものでは動静脈は隣接して平行に

走行している｡ 又顕微鏡的に見 ると第12図のよ

うな短枝が肺胸膜全体に捗って広 く分布 し,網

肝状に適っている｡ 個々の血管網の太さは不定
であるが,同じ部位にある動静脈の口径は第13

図のように静脈の方が若干太い｡ これら肺胸膜

の血管は,前述のように気管支動静脈に属する

もので,その毛細血管は第13図のようにいずれ

も気管支静脈の大部分は小葉問隅 角部 に於い

て,その部の肺静脈に合流 し,小葉間隔壁中を

走行して肺門部に向う｡ 一部分のものは,縦隔

面の肺胸膜を走る比較的太 い気管支静脈とし

て,肺門部に向い,その部の肺静脈に直接に流

入している｡

又肺胸膜に分布する気管支静脈は,肺内の気

管支静脈と同じく,第14図のように静脈弁が認

められない｡ これは四肢静脈とは著るしく違っ

ている所見である｡

第 5節 肺胸膜の リンパ管

肺胸膜の リンパ管は間質部の深部,即ち脈管

層と呼ばれている層に分布 し,しかもその最も

深部に内弾性膜に接 して存在 している｡

発生学的にみると,それ等ほ胎生 3カ月乃至

4カ月頃から次第に発達 し始め,以後急速に増

して胎生前半期の未には胸膜面は密な リンパ管

網で覆われるようになる｡

胎生期から新生児の時期にかけては,肺胸膜

の リンパ管は第15図のように密な舶眼を形 づ く

っており,小葉の周縁部 の もの は寧 ろ細 くな

り,その処々に弁を持つようになる｡ 即ち,小

葉を覆っている部分の リンパ管は第16図のよう

に毛細 管性であるが,小葉周縁のものは毛紬管
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というよりも寧ろリンパ管の性格を備えるよう

になる｡

リンパ毛糾管網内の リンパ液は小葉周縁部に

沿って走っているリンパ管内に流入し,肺 門部

に向って運ばれるのであるが,その径路に就い

ては従来種々の誼がある｡ 即ち,Mascagni19)(

1781)や Cruikshank6)(1790)等は肺胸膜の リ

ンパ管と肺の深在性 リンパ管との問には自由な

交通があるとし,Miller13)15)17〕(1947)は肺胸

膜から肺の深在性 リンパ管に注ぐ径路は存在 し

ないと述べ更に最近長石 ･rt1-Gl田20)(1958)は帖胸

膜の リンパは主として肺の表面に沿って肺門部
に向うが,その一部は小葉問を経て肺深部の リ

ンパ管に注 ぐと述べている｡ 著者 も色素液及び

レ線造影剤を肺胸膜の リンパ管内に注入して長

石 ･同日]等の実験を追試 したが,結果は彼等の

所見と全 く同様であった｡

肺胸膜の炭粉沈着が特に リンパ管の周阿部に

強 く認められることからして,それ等の炭粉粒

子が リンパ行性に運ばれて来たものであること

は略々確実である｡このような炭粉の移動径路

となっているリンパ管として,長沢他25)26)(195

5)や長石 ･岡田20)(1958)等は肺小葉内から柿胸

膜下に注 ぐ肺静脈に伴 う リンパ管 を挙げてい

る｡著者も組織学的に研究 した結果これ等の著

者の見解は妥当であると考えている｡

第 6節 肺胸膜の リンパ組織

肺胸膜の リンパ組織はその出現野度が低い闇

係上,それが健常肺に於いても常に認められる

か否かに就いては疑問 を持つものもあり,Mi-

1ler17)(1947)の如きは,健常肺では認められず,

病的状態下で刺激が加わった場合にのみ発達す

ると主張 している｡併しながら,多 くoj研究者
は肺胸膜にリンパ組織が存在 していることを認

めており1)2),肺胸膜に リンパ組織が存するこ

とは今 日では一般通念 となっている｡特に小

河27)(1935)は人の屍胴jに就いて検討した処,6

才の小児の1例 に於いて多数の リンパ組織を1-.i

出し,長石 ･岡田20)(1958)も健常人帖の胸膜下

にリンパ組織が存在することを認めている′｢

著者は開胸手術の際に)冊旬膜面に屡々附局性
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の炭粉沈着が認められることから,健常人)踊こ

於いて リンパ組織が存在することは決して稀で

はないと考えている｡ 第17図はこのようなリン

パ組織の 1例であって,その中には二次小節も

認められる｡

第 7節 肺胸膜の神経

肺胸膜の神経は,主として問質層に,一部は

内皮下層に分布しているが,其の走行に関して

は人,午,及び豚に於けるように厚い肺胸膜を

有し,且明瞭な肺小葉問隔壁を有するものと,

兎,捕,及び犬に於けるように薄い肺胸膜を有

し,肺中英間隔壁の明瞭に認められないものと

によって若干の差異が認められる｡即ち前者に

於いては肺門部から直接肺胸膜に分布する神経

叢の他に,肺の内部から肺小葉間障壁中を血管

に随伴して肺胸膜に達し,その問質層に分布す

る神経枝を有するが,後者に於いては肺小葉を

作る隔壁がない為にそのような神経枝は存在し

ない｡

肺胸膜に分布する神経線維は,肺門部におい

て交感神経及び副交感神経 (迷走神経)によっ

て形成された,前肺神経叢及び後肺神経叢から

分岐して くるものであって,一つは気管支.及び

肺血管と伴って肺の内部に分布した後,小葉問

隔壁中を血管と共に走行して肺胸膜に到るもの

で,一つは肺門部の肺神経叢から直接肺胸膜に

分布するものである｡これらの神経線維はいづ

れも主として肺胸膜問質層に分布し,第18図の

ように粗大な神経網を形成している敏に,胸膜

下神経叢7) (SubpleuralesGe鮎cht),又は, 肺

胸膜神経叢25)と呼ばれている｡

尚この胸膜下神経叢 (肺胸膜神経叢)には稲

葉8)の述べているように神経節細胞7)31)の存在

は認められなかった｡

肺胸膜に分布する神経線維の申,遠心性神経

線維即ち繊細な無髄神経線維から成る植物神経

線維は,圭として問質層に分布し胸膜全面に捗

って拡がっており,第19図のように極めて繊細

な無髄神経線維として陣胸膜の血管に伴って走
行している｡その神経終末は一般の柄物神経結

未と同様に神経終末網の形をとって肺胸膜の血
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管を支配しているが,その他に神経形質索(Pト

asmastrang)の形で内皮下層に於いて発達した

神経網を作っている｡ 又内臓知覚神経系に属す

る求心性神経線維は肺門部より肺葉縁特に,そ

の内面に沿って周辺部を走行,分布して,多 く

の場合血管とは無関係に走行し,肺葉の外表面

には殆んど分布していない｡この神経線維は太

い有髄神経線維の形で主として間質層中に拡が

り,その終末は第20図のように単純な樹枝状或

は,尖鋭状の形で遊離性に終っている｡

第8節 肺胸膜の筋肉

Jn川向膜の筋肉は既に Miller18)(1950),Balti-

sberger(1921), Bronkhorst4) (1940), 及び

Ⅴ.Hayek33)35)(1950),等によって確認 されて

いるように,肺胸膜の間質層1回こ叢状の平滑筋
束の不規則な配列による平滑筋網として認めら

れる｡ 元来,肺胸膜の問質層は組織学的には,

肺小葉間隔壁の間質組織の一部として考えられ

る事からして,その平滑筋も又,肺小葉問隔壁

巾の平滑筋の延長せるものとして考えられる｡

肺小葉問隔壁の間質組織 に存在す る平滑筋

は,一部は不規則な配列を示す所謂平滑筋葉

(MuskelBlatter3))として存在し,次いで微細

な筋肉網に移行するが,他の一部は隔壁部を走

行する血管及びリンパ管の周囲を外套状に囲ん

で存在するのが認められる｡

小葉間隔壁を走行するこれらの平滑筋は肺胸

膜に達した後,肺胸膜の問質層内にひろがって

いる,即ち肺胸膜の問質層中に分布する平滑筋

は,第21図及び第7図のように一部は,あたか

も胸膜下リンパ管に関係があるようにこれをと

り囲んで存在しているのが認められるが,他の

一部はリンパ管の分布とは関係なく,極めて不

規則な叢状の配列 をもち,種々の大きさの,辛

滑筋網眼を形成する｡

結 論

著者は主として手術によって切除された人の

肺を材料として,健常肺胸膜を組織学的､lli.びに

竜手跡微鏡的に検討して以下の結論を得た〔)

1)健常肺胸膜は組織学的並びに発生学的所
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見か らして,伸 輔右 内皮下層,外弾牲膜,問

質屑 (線維屑及び脈管屑〕及びトへ棚珊-.膜の 5回

に分禁,rj;.するのが通＼F'1と考えられる｡

2)肺胸膜の内皮紬泡は胎生初期にほぼ円形

の核を有する一･層の肢子伏細泡よりなり,胎牛

期を通 じて余り変化な く,l'上後急速に晶平 とな

る｡電子5'JE'!徴鏡的に観察すると,胸腔を連紺 rl'J

に被覆 してお り,その下 にはIl捌包上皮等に於い

て認められるような基底膜に似た連 続性の薄い

層が認められる｡

3)内皮下層は胎生 2カ月頃には比較的細胞

成分に富む薄い層として認め られ るが,漸次細

胞成分が少 くなり,胎 生8カ)j頃には,殆んど

線維成分か らなる薄い層として認め られるよう

になる｡

4)肺胸膜の弾性線維は胎生 3カ月未頃に析
めて認め られ るようになり,以後徐々に増殖 し

て胎生 5カ月頃に微細な外弓削牛膜として認め ら

れる｡生後急速に発 達 して 明瞭 な層を形成す

る｡

5)肺胸膜の間質層は,胎1--_5カ｣j頃に急速
に発達するが,これとは ゞ時を同 じくして小葉

間隔壁巾か ら問質帖 こ多数の血符が侵入する>,

そして問質層は胎生 8カ｣j頃には ゞ完成する(

この完成の時期は肋JFJHnlj及び縦隔拙 こ於いて比
較的 早 く,横柄帖 こ於いてはやや遅れるようで

ある｡

6)肺胸膜の内弾佃膜は胎当:_8カ)3頃に肺胞

壁の弓中性線維の発生 と一致 して認め られるよう

になるo尚,この屑の弾性線維の一部は,外囲

性膜の弾性緑経と密に吻合 しているので,この

層はJJ桐包壁の弾性線維 と共に肺JjT班長巨石の酬互

線維をも含んでいると考えられる｡

7)肺胸膜の血管は気管支動静脈系に屈 し,

健常 な 肺胸膜では比較的血管に乏 しく,問質情

に分布 し,:i-:.として脈管層に存在する｡その発

生は胎生 5カ月頃に認められるようになり,胎

生 7カ)帽封こ略々完成 されるようである｡ 肺胸

膜の血管は比較的長い良枝 と,短い鋸枝 とに区

別され,長枝は縦隔面に於いて放 射 状 に走 行

し,肺葉の縁辺部及び構隔面等に分布 し,畑枝
は肺胸膜の全面に網眼状に広 く分布 している｢
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その毛紬 山竹 は気管支削派を介 し人奇:分は小葉

rT胴fJjf-潤:に於 い て肺静 脈に合流 し,小葉問梅軒

申を走行 して肺門部に向う,-一部は縦隔 面の肺
]捌 賃を走る比較的太い気管支削派として肺門部
に向い,その群の情静脈に直接 に流 入 してい

るT

SJり桐如摸しつリンパ管は脈管層の最も深部に

再酎 圭膜に持 して存在するOその発生は 3カ月

頃か ら析 まリ,よ く発達 して胎生前半期の未 に

は肺胸膜 面は密な リンパ管網で覆われ るように

なるっ具の後はむ しろ細 くなり,生後は小葉部

はITi細管'1牛と,小葉周縁部のものは リンパ管柱

;Ji=1-示すようになる｢その移動往路は主として肺

の去師 こ沿って肺門部に向い,一部は小葉問を

経て肺深部の リンペ腔に注 ぐ,
9)肺胸膜の リンパ組織は健常状態に於いて

常に存在するとは限 らないが,時にそれを認め

る率が出来る｡

10日jEi胸 膜の神経は主として間質層に,一部

は内皮下層に分布している｡それ等は刷1用;の

直帖神 経叢及び後肺神経叢か ら分岐 したもので

あって,一部は気管支及び肺血管に伴って小葉

hi-耶 融 モを経て一帖胸膜に到っているO他の一･部は

′帖 rfj部の肺神経叢か ら垣接肺胸膜に分布 してい

る二遠心性神 経線維はよ く発達 した神経純 とし

て伸]抑膜全面に拡かってお り,細 かい終末装抗

として終っている｡求心性神経線維は二王として

l刷 潤 ;及び,伸葉縁に分布しており,pT描沌な遊離
性の栖枝状終末 として終っている｡

11〕I7桐如漠の平滑筋は不規則な叢状をなして

間質属に分布 している｡ そ して,それ らは全体

として種 々C,j人きさの平滑筋 網 を形 成 してい

る｡それ等価肉の一部は脈管壁に属するもので

あるが,他しっ多 くはそれ等 に関係な く不規則に

存在 してい る ｢
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第 1図 胎生2カ月の肺

一列に配列した内及細胞を認めるが,その下に幼

君な間質細胞がある他各層の分化は認められない｡

第 3図 胎生5カ月の肺

内皮層と間質層との問に微細な弾性線維が認めら

れるが,未だ充分に発達していない｡

第 5図 肺胸膜内皮細胞12000倍

核は昆楕円形にして,細胞質は両翼に極めて薄 く

のびているO
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第 2図 胎生4カ月の肺

問質層の深部にリンパ腔が存在するo

第 4図 胎生8カ月の肺

外弾性膜を明瞭にするためにやや厚い切片を用い

た｡内弾性膜の原基と考えられる微細な弾性線維

が認められる｡ノ

第 6図 肺胸膜内皮細胞12000倍

内皮細胞は基底膜に似た薄層の上にのっているよ

うに見えるO
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第 7図 健 常 肺 胸 膜

肺胸膜の各層が明瞭に表われている｡特に リンパ

腔及びその周囲の平滑筋が明らかに認められる｡

第 9図 肺胸膜間質層のrfrl管及び リンパ腫

(A) 肺胞陛 (BZ) lRl符 (L) リンパ腫

リンパ鵬の下方のに炭粉汚着を認める｡

第11幽 肺胸膜の弾性線稚

内,外弾性膜は間質層中で弾性線維吻合を行うと

共に,内弾性膜と肺胞壁弾性線維とが吻合を行う

のが認められる｡

(AL) 肺胸腔

京大結研紀要 第 7巻 第 3号

第 8図 肺胸膜の弾性線維 (犬肺)

内,外弾性膜が明瞭に認められる｡

(A) 肺胞腔 (L) リンパ障

第10図 肺胸膜の弾性線維

内 ,外弾性膜の間㌢こ多数の弾性線維の吻合を認め

る｡

第12図 肺胸膜表面の気管枝動静脈

肺胸膜全体に渉って綱眼状に広 く分布している短

枝性血管 ｡
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第13図 肺胸膜の気胃杖動静脈問の吻合

t細血･'｢'T･邦分で,静脈のjjが動脈より若 干二太い,

159

第14図 肺胸膜の気管枝静脈 (涯親標本)

弁はなく太さはイこJ王であそ｡

笥15図 人胎児6カ月柿胸膜下 リンパ管

胎/日麦期に最 も豊J.(.,('な りンパ:lL-/;.:の網眼を形成 Lで

し､ろ

第17図 人の肺胸膜下 リン/lO小節

(Al) 肺削 ぐP) 伸胸膜jrI(K) リンパ小節

第16図 師胸膜下 リンパ管

(墨汁注入標 本)

ヽ
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第18図 肺胸膜神経叢 ()I肺〕
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第19図 肺胸膜の血管運動神経

京大結研紀要 第7巻 第3号

第20図 肺胸膜の知覚神経終末 (犬肺)

(犬肺) 有髄神経線維の形で主に間質層中に鉱がり,単純

な樹枝状に遊離性に終っている｡

第21図 肺 胸 膜 の 平 滑 筋

不規則な叢状の配列をもち,種々の大きさの平滑

筋網眼を形成する｡


